
研究開発成果16／新材料の開発と利用・道内資源の有効利用／ 2025

水中保形性に優れた微細繊維添加養殖用飼料の開発
Development of Aqua Feed Containing Fine Fibers with Excellent Shape Retention in Water

材料技術部　瀬野　修一郎・細川　真明・可児　　浩

■研究の背景
日本海側で盛んなウニ漁業は、水揚げが夏場に集中しており秋-冬は品不足により取引価格が高

くなります。北海道日本海沿岸部には身が入らず未利用なキタムラサキウニが高密度に存在して
いますが、製品化には給餌が必要なため有効な利用法が確立されていません。近年、北海道大学
等が開発した配合飼料の身入り改善への有効性が確認されており、実用性の検証により将来重要
な養殖産業につながる可能性が大きくなっています。しかしながら、養殖コストの大部分は飼料
コストに占められており、持続可能な事業とするためには給餌量を減らすなどコスト低減が求め
られています。そこで、飼料コスト低減につながる水中保形性を高めるために微細繊維を添加し
たウニ養殖用配合飼料の開発を行いました。

■研究の要点
１．微細繊維の配合飼料中への均一分散
２．実験室で試験可能な簡易水中保形性評価方法の確立
３．養殖カゴの揺れや海流といった海中環境が再現可能な水槽を利用した水中保形性試験
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■研究の成果 

１．微細繊維が配合飼料中に均一分散するように適切な方法を用いて混合しました。

２．実験室で試験可能な簡易的な水中保形性評価方法を確立し、微細繊維の添加による水中保形性の

向上効果を確認しました。 

３．養殖現場でのカゴの揺れや海流を再現した水槽でも微細繊維の添加による水中保形性の向上効果

が確認できました。
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■研究の成果
１．微細繊維が配合飼料中に均一分散するように適切な混合方法を見いだしました。
２．実験室で試験可能な簡易的な水中保形性評価方法を確立し、微細繊維の添加による水中保形

性の向上効果を確認しました。
３．養殖現場でのカゴの揺れや海流を再現した水槽でも微細繊維の添加による水中保形性の向上

効果が確認できました。

北海道大学　　　　　　　　　　　　　　
北海道立工業技術センター　　　　　　　
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道総研　栽培水産試験場・中央水産試験場

研究開発成果17／新材料の開発と利用・道内資源の有効利用／ 2025

海藻抽出残さのプラスチック強化材への応用
Application of Seaweed Extract Residue to Plastic Reinforcement

材料技術部　瀬野　修一郎

■研究の背景
藻類は生産性が高く、タンパク質、セルロース、水溶性多糖類などを含んでいるため、近年､

新たなバイオマス資源として着目されています。これまでの藻類利用法はアルギン酸（褐藻類）、
寒天（紅藻類）など特定成分の回収・利用に主眼が置かれ、その他の成分は残さとして処理され
ています。バイオマスを利用する上でその全量利用を図ることは、プロセスの経済合理性を高め
るだけでなく、複数の製品を提供できる点でそのロバスト性を高めることにもつながります。全
量利用を志向したプロセスの基盤技術の構築を目的として研究開発を行っている２相系溶媒処理

（溶媒特性の異なる水相・ブタノール相を処理工程で同時に共存させることで、含有成分の溶解特
性に応じて可溶化・分配させ、大まかな成分分離と高い可溶化率を達成する処理方法）を適用し
た後の海藻抽出残さの有効利用に向けて、プラスチック強化材として利用可能であるか検討を行
いました。

■研究の要点
１．海藻の２相系溶媒処理による成分抽出
２．１項で排出された海藻抽出残さとポリ乳酸（PLA）との溶融混練による複合化
３．海藻抽出残さ複合化PLAの材料特性評価（３点曲げ）

研究開発成果 17／新材料の開発と利用・道内資源の有効利用／2025                 

海藻抽出残さのプラスチック強化材への応用 

Application of Seaweed Extract Residue to Plastic Reinforcement
 

材料技術部 瀬野 修一郎

 

■研究の背景 

 藻類は生産性が高く、タンパク質、セルロース、水溶性多糖類などを含んでいるため、近年､

新たなバイオマス資源として着目されています。これまでの藻類利用法はアルギン酸（褐藻 

類）、寒天（紅藻類）など特定成分の回収・利用に主眼が置かれ、その他の成分は残さとして

処理されています。バイオマスを利用する上でその全量利用を図ることは、プロセスの経済合

理性を高めるだけでなく、複数の製品を提供できる点でそのロバスト性を高めることにも繋が

ります。全量利用を志向したプロセスの基盤技術の構築を目的として研究開発を行っている２

相系溶媒処理（溶媒特性の異なる水相・ブタノール相を処理工程で同時に共存させることで、

含有成分の溶解特性に応じて可溶化・分配させ、大まかな成分分離と高い可溶化率を達成する

処理方法）を適用した後の海藻抽出残さの有効利用に向けて、プラスチック強化材として利用

可能であるか検討を行いました。 

 

■研究の要点 

１．海藻の２相系溶媒処理による成分抽出

２．１項で排出された海藻抽出残さとポリ乳酸（PLA）との溶融混練による複合化 

３．海藻抽出残さ複合化 PLA の材料特性評価（３点曲げ）

 

■研究の成果 

１．海藻の２相系溶媒処理により有用成分の抽出を行いました。

２．バッチミキサーを用いた溶融混練により抽出残さとポリ乳酸の複合化を行いました。 

３．海藻抽出残さ複合化 PLA の３点曲げ試験による材料特性の評価の結果、未処理の海藻では最大強

さがベース樹脂よりも低下したのに対し、２相系溶媒処理後海藻では向上し、プラスチック用強化

材として利用できることがわかりました。

帯広畜産大学 

 

 ※本研究で使用した万能材料試験機は、JKA補助事業により整備されました。 
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■研究の成果
１．海藻の２相系溶媒処理により有用成分の抽出を行いました。
２．バッチミキサーを用いた溶融混練により抽出残さとポリ乳酸の複合化を行いました。
３．海藻抽出残さ複合化PLAの３点曲げ試験による材料特性の評価の結果、未処理の海藻では最

大強さがベース樹脂よりも低下したのに対し、２相系溶媒処理後海藻では向上し、プラスチッ
ク用強化材として利用できることがわかりました。

帯広畜産大学

※本研究で使用した万能材料試験機は、JKA補助事業により整備されました。
※本研究はJSPS科研費22K04813の助成を受けて実施したものです。　　　　
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